
グ
ロ
ー
パ
ル
な
課
題
解
決
力
を
育
む

３
月
１９
日
、
愛
知
県
立
旭
丘
高
等
学
校

（笹
尾
幸
夫
蟹
長
）
は
、

「国
際
バ
カ

ロ
レ
ア

（以
下
、
Ｉ
Ｂ
）
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
教
育
の
推
造
に
関
す
る
調
査
研
究

（平
成
２４
～
２６
年
度
指
定
）
」
成
果
報
告
会
な
ら
び
に

「ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ー
バ
ル

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

ａ

下
、
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）

（平
成
２６
～
３０
年
度
指
定
）
」
中
間
成
果
報

告
会
を
開
催
し
た
。
同
校
は
ク
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
、
名
古
屋

大
学

・
南
山
大
学

・
国
際
協
力
機
構

（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

・
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
の

協
力
の
下
、

「批
判
的
息
考
力
」

「ク
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決
力
」
を
基
盤
と
し

た

「論
理
的
発
信
力
」
を
育
成
し
て
い
る
。

産
学
連
携
で
多
様
な
機
会
を
提
供

学
大
学
暁
）
は
こ
れ
に
つ
い
　
ェ
ダ
ー
ヘ
～
」
。
Ｉ
Ｂ
調
査
　
協
力
の
下
、
放
課
後
に
留
学
　
人
権
博
物
領
や
国
立
民
族
学
　
た
。
歴
史
認
識
問
題
な
ど
難
　
の
道
じ
る
べ
か
局
え
る
」
と

て

「批
判
的
思
考
力
の
向
上
　
研
究
を
通
し
て
育
ん
だ
批
判
　
生
と
英
語
で
語
り
合
う
ク
ロ
　
博
物
館
を
見
学
。
差
別
を
生
　
し
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
本
　
い
う
報
告
も
あ
っ
た
。

平
成
２５
年
度
は

「Ｔ
ｈ
ｅ
　
と
、
前
年
度
２
年
生
「総
合
」

た
上
で
ま
と
め
の
文
章
を
書
　
が
自
己
に
対
す
る
厳
し
い
評
　
的
思
考
力

・
論
理
的
発
信
カ
　
ー
バ
ル
カ
フ
ェ
の
設
置
、
Ｈ
　
み
出
し
た
歴
史
的
背
景
や
日
　
音
で
語
り
合
い
、
ア
ジ
ア
の
　
　
ゼ
ミ
を
担
当
し
た
服
部
誠

Ｏ
ｒ
ｙ
　
Ｏ
ｆ
　
Ｋ

れ
Ｏ
ｗ
　
で
は
、
年
度
当
初
に
新
問
広
　
く
。
当
該
年
度
の
フ
ラ
ン
ス
　
価
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
は
　
を
基
に

「世
界
の
ト
ッ
プ
」
　

Ｒ
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
を
　
韓
の
文
化
交
流
の
深
さ
を
知
　
経
済
大
国
と
し
て
両
国
が
協
　
教
諭
は

「違
う
側
面
か
ら
日

ｌ

ｅ
ｇ
ｅ

（Ｔ
Ｏ
Ｋ
）
の
趣
　
告
の
意
図
や
演
出
を
探
る
デ
　
の
バ
カ
ロ
レ
ア
試
験
か
ら
哲
　
大
学
生
に
も
見
ら
れ
る
傾
　
を
担
う
人
材
育
成
を
目
指
　
招
い
た
討
論
会
を
実
現
し
　
り
、
自
ら
の
日
と
耳
で
学
ぶ
　
力
し
て
ア
ジ
ア
を
牽
引
す
べ
　
本
を
見
つ
め
直
し
、
相
対
化

井
報

枠

中
中
穀

姉

恭
中

”
い
わ
一
↓
一
一
申

嘘

昨

非
抑

魏

軸

帥

砕

釣

中

も辞

韓

鞠

中
申
↑
帥
殺
ミ

す
”
日

搬

酷

関

伝

４

ア

ー
，

マ

済

五

雑

田

甲

八

日

里

子

な

十

と

ジ

■

ミ

堂

私

腎

　

弾

唯

卑
諦
キ
孝
ｒ
酵
和
岬

た
。
講
演
会
や
体
育
館
で
の
　
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
報
　
き
だ
と
い
う
点
で
意
見
が

一　

　

「ク
ロ
ー
バ
ル
入
材
と
は

う
こ
と
」
を
目
標
と
し
て
、
　

変
な
授
業
展
開
を
繰
り
返
し
　
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
点
で
　
　
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
の
目
標
は
　
　
こ
れ
に
伴
い
、
校
内
の
ク
　
△言
ゆ
で
の
討
論
会
、
名
古
屋
　
告
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
致
し
た
。　
穴
ラの
年
齢
で
他
　
互
い
の
立
場
に
立
っ
て
新
し

２
年
生
の
現
代
文

・
倫
理

・　
た
。
ど
ち
ら
の
試
み
も
ア
ウ
　
と
ら
え
て
い
た
各
教
科
の
つ
　

「日
本
再
興
戦
略
を
支
え
る
　
ロ
ー
バ
ル
化
も
進
め
た
。
名
　
大
学
の
上
出
洋
介
名
誉
教
授
　
　
９
月
の
東
京
巡
検
で
は
、
　

国
の
人
と
目
と
目
を
合
わ
せ
　
い
世
界
を

つ
く
り
だ
せ
る

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
週
　
ト
プ

ッ
ト
の
機
会
を
重
視
　
な
が
り
に
気
づ
き
、
答
え
の
　
若
手
ク
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
　
古
屋
大
学

・
南
山
大
学

・
国
　
に
よ
る
論
文
講
座
も
行

っ
　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ア
ジ
ア
研
究
所
　
て
語
り
入宙
え
た
経
験
は
大
き
　
人
」

「根
底
に
人
権
意
識
を

５
単
位
で
行

っ
た
。　
　
　
　
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
　
な
い
問
い
に
対
す
る
不
安
感
　
の
育
成
を
目
指
し
て
～
日
本
　
際
協
力
機
構

（Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
　

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
韓
国
の
経
済
状
況
に
つ
い
　
い
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
通
常
　
持
つ
入
」

「人
間
と
い
う
税

村
上
広
美
教
諭
に
よ
る
　
考
察
の
時
間
を
十
分
確
保
し
　
か
緩
和
さ
れ
、
多
く
の
生
徒
　
の
リ
ー
ダ
ー
か
ら
世
界
の
り
　
・
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
の
　
　
年
間
を
通
し
て
活
動
す
る
　
て
講
義
を
受
け
た
。
ク
ロ
ー
　
の
短
期
留
学
で
は
得
ら
れ
な
　
点
を
常
に
持
ち
続
け
ら
れ
る

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ゼ
ミ
の
ゴ
ー
ル
は
、
　

バ
ル
コ
ン
パ
ク
ト
ジ
ャ
パ
ン
　
い

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経
　
人
」
な
ど
、
生
徒
が
学
び
を

韓
国
の
高
校
生
と
の
意
見
交
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

（Ｇ
　
験
」
と
懸
想
を
述
べ
た
。
　
　
通
し
て
実
感
を
持
っ
て
語
る

換
会
だ
。
１
、
２
年
生
を
対
　
Ｃ
ｌ
Ｊ
Ｎ
）
の
班
別
訪
関
報
　
　
英
〓
中
で
論
理
的
に
発
表
し
　
一言
葉
が
印
象
に
残
る
。

象
に
葬
集
し
た
と
こ
ろ
、
説
　
告
で
は
、
「ク
ロ
ー
バ
ル
時
代
　
た
生
徒
は

「国
本
の
英
語
教
　
　
展
部
俊
之
教
頭
は

「来
年

明
会
に
約
１
０
０
名
が
参
加
　
の
企
業
の
社
会
的
責
任

（Ｃ
　
育
は
、
ク
ロ
ー
バ
ル
的
見
屯
　
度
は
Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
の
他
校
生

し
、
定
員
３。
名
の
と
こ
ろ
５０
　
Ｓ
Ｒ
）
」
に
取
り
組
ん
で
い
　
に
立
ち
、
言
語
教
育
は
新
た
　
徒
と
交
流
す
る
サ
マ
ー
セ
ミ

名
の
応
募
が
あ
っ
た
。
　
　
　
る
日
本
の
企
業
数
は
中
国
、
　

な
認
識
と
思
考
を
得
る
手
段
　
ナ
ー
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

ゼ
ミ
の
担
当
は
地
歴
公
民
　
韓
国
に
次
い
で
現
在
１５
位
と
　
だ
と
認
識
す
べ
き
～
」主
張
。　
で
の
２
週
間
の
語
学
研
修
、

の
教
諭
４
名
。
毎
週
火
曜
の
　
指
摘
、
日
本
人
の
ク
ロ
ー
バ
　

コ
良
好
な
日
韓
関
係
構
築
」
　

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ゼ
ミ
で
は
台
湾
巡
検

放
課
後
、
教
師
に
よ
る
講
義
　
ル
意
識
向
上
を
訴
え
た
。
　
　
を
テ
ー
マ
に
し
た
生
徒
は
、
　

を
予
定
し
て
い
る
」
と
話

っ

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
韓
国
　
　
Ｈ
月
に
行
わ
れ
た
第
８
回
　
両
国
の
関
係
悪
化
の
原
因
を
　
た
。

が

「国
内
の
大
学
入
試
に
も

役
立
っ
た
」
と
語
っ
た
と
い

，つ
。生

徒
の
自
己
評
価
に
よ
る

数
値
結
果
で
は

「批
判
的
思

考
力
」
が
伸
び
た

一
方
、
「批

判
的
思
考
態
度
」
に
つ
い
て

は
下
が
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
楠
見
孝
教
授

（京
都
大

SGHゼ ミ生 30名 rま=体 的な学びを通 し

てク ローバルな視野 を身につけてい く

人
留
学
生
と
の
ゼ
ミ
形
式
の
　
全
国
高
校
模
擬
国
連
大
会
　
輸
出
入
の
観
点
か
ら
読
み
解

学
習
会

（１
０
０
分
１９
回
）
　

「世
界
食
糧
安
全
保
障
サ
ミ
　
き
、

「互
い
に
相
手
国
の
宣

を
行
い
、
大
阪
・
東
京
で
の
　
ッ
ト
」
で
韓
国
代
表
役
の
生
　
要
性
を
再
確
認
す
べ
き
」
と

巡
検
、
ゼ
ミ
の
有
志
が
参
加
　
徒
は
、
英
モ
で
韓
国
の
食
糧
　
述
べ
、
地
理
的
利
点
を
生
か

し
た
第
８
回
全
国
高
校
模
凝
　
政
策
を
立
案

・
交
捗
。

「今
　
し
た
高
齢
化
・
格
差
問
題
、

国
連
大
会
出
場
を
通
し
、
韓
　
後
も
高
校
生
の
手
に
よ
る
交
　
愛
害
救
助
な
ど
の
連
携
に
、

国
訪
間
に
向
け
て
知
識
や
意
　
渉
の
機
会
を
愛
知
県
で
リ
ー
　
信
頼
構
築
の
可
能
性
を
示
し

見
の
構
築
に
努
め
た
。　
　
　
ド
し
た
い
」
と
語
っ
た
。
　
　
た
。

米
…
＊
…
＊
　
　
　
　
　
韓
国
巡
検
は
１２
月
に
４
泊
　
　
韓
国
の
中
央
国
立
博
物
館

Ｓ
Ｇ
Ｈ
ゼ
ミ
生
７
名
が
そ
　
５
日
て
実
施
。
ク
ロ
ー
バ
ル
　
と
戦
争
記
念
館
を
訪
れ
た
体

れ
ぞ
れ
の
成
果
に
つ
い
て
報
　
教
育
を
推
進
す
る
高
陽
国
際
　
験
か
ら

「日
韓
は
紀
元
前
か

生
弓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
校
の
メ
ン
パ
ー
と
交
流
会
　
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
。
韓
国

７
月
の
大
阪
巡
検
て
は
、
　

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
親
　
を
学
ぶ
こ
と
は
日
本
を
学
ぶ

コ
リ
ア
タ
ウ
ン
で
差
別
に
吉
　
交
を
深
め
、
１
５
０
分
関
の
　
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
平

し
む
生
の
声
を
聞
き
、
大
阪
　
意
見
変
換
会
を
英
語
で
行
っ
　
和
を
維
持
す
る
と
い
う
日
本
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